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 17 日（火）午後、本部 2 階の大会議室で有期

雇用の無期転換をテーマとする団体交渉に臨みま

した。メールニュースで既報のとおり、参加者は、

大学側が関事務局長（労務担当理事）、関崎総務企

画部長、水口人事課長、小澤厚生労務室長の 4 名

（他陪席 3名）、組合側は執行委員 8名、他 3 名

の計11名でした。 

 結果についても既報のとおり、5 年超の雇用を

可能にする新たな制度の設計について大学側から

具体的な提案は何もなく、前進はゼロでした。無

論この点での組合の力不足については、組合員の

皆さんにまずお詫びを申し上げねばなりません。 

 ただ、今回の交渉で最も強く痛感し、また怒り

を覚えた点は、この問題への大学のやる気のなさ

です。組合側の団交参加者全員に等しくこのよう

な思いをいだかせた言わば証拠として、今号では

3 頁分使って、団交時に上記テーマに関して大学

側が提示した資料をお示しすることにしました。 

 この資料は、上述した新たな制度設計を検討す

るためのヒアリング結果の概要で、全 31 事務部

で各々2 時間かけて聞き取りし、まとめられたそ

うですが、皆さんはそうご覧になるでしょうか。

この概要は数時間、多くても数日あれば書ける程

度の作文にすぎず、全く真剣味が感じられない内

容だと断じてよいと、少なくとも私は思います。 

 大学側の交渉態度も誠実さの乏しいものでした。

組合側の質問・要求に答える役の関事務局長は

「検討します」を連発し、即答を避け続けました

（団交の詳報は次号の機関紙ほくだいに掲載の予

定です）。総長職務代理から委任を受けて出席する、

決定権を有する者の回答として、極めて不誠実だ

と言わざるをえません。また、調査はこれで終わ

りかとの問いには、今回のは様々な検討の「一要

素」だと回答し、ならば今後も調査をするのかと

の問いには、どちらともつかない曖昧な返事に終

始しました。 

 但し、次回以降につながる要素も皆無ではなか

ったと思ってもおります。例えば、今回の団交で

は執行委員以外からも参加者があり、各々「様々

なプロジェクトやセンターに関与する教員へもヒ

アリングを行なうべきだ」（大学側の説明は「教員

への聴取は行なわなかった」）、「資料の第2ページ

（今号の 3 ページ）に見られる表現は非正規職員

を侮辱するものだ」、「北大は他大学の状況を勘案

して 5 年ルールを堅持しているそうだが、ならば

北大にはフロンティア精神などないことになる」

など、活発に発言していただくことができました。

団交に大勢の方が参加することは、それ自体が大

いに組合の力になります。北大職組では今後も、

組合員の皆さんに団交への参加を呼びかけます。 

 次回団交では引き続き無期転換の問題を扱う一

方、他の広範なテーマをも議論の俎上に乗せる予

定です。組合員の皆さんのご意見・ご鞭撻を何と

ぞよろしくお願いいたします。（書記長・戸田 聡）
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※団交の詳報は次号の機関紙ほくだいに掲載する予定です。

組合員の皆様、

良い新年をお迎えください。
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